
６

開

催

開
催
通
知
日

平
成
２１
年
４
月
２４
日（
金
）

開
催
日
時

平
成
２１
年
５
月
１１
日
（
月
）

午
前
１１
時
３０
分

開
催
場
所

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
新
潟

総
代
数

１０２
名

出
席
者
数

９９
名（
内
委
任
状
出
席
１０
名
）

本
議
事
録
作
成
理
事

丸
山

則
夫

議
事
経
過
の
要
綱
及
び
そ
の
経
過

定
刻
に
至
り
、
丸
山
則
夫
総
務
部
長
が

挨
拶
を
述
べ
、
次
い
で
丸
山
総
務
部
長
よ

り
司
会
の
選
任
に
つ
い
て
議
場
に
諮
り
、

池
宮
理
事
を
選
任
、
司
会
よ
り
資
格
審
査

委
員
長
及
び
議
事
運
営
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

・
資
格
審
査
委
員
長

吉
村
久
美
子
（
高
田
新
井
支
部
）

・
議
事
運
営
委
員
長

大
内

公
夫
（
中
東
支
部
）

・
副
委
員
長

池

寅
善
（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

・
他
委
員
５
名

品
田

章
雄
（
柏
崎
支
部
）

杉
山

健
（
三
条
支
部
）

近

寅
夫
（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

斉
藤

明
（
新
潟
東
支
部
）

福
田

照
子
（
新
潟
西
支
部
）

以
上
の
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
同
意

に
よ
り
承
認
可
決
し
た
。

更
に
権
瓶
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、
功

寿
賞
表
彰
式
並
び
に
来
賓
祝
辞
・
祝
電
披

露
は
総
代
会
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
執
り

行
う
旨
、
司
会
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
吉
村
資
格
審
査
委
員
長
よ
り
本

総
代
会
が
適
正
に
成
立
し
た
旨
を
述
べ
、

議
長
の
指
名
が
理
事
長
よ
り
な
さ
れ
た
。

・
議

長
星
野

明
（
小
千
谷
支
部
）

飛
田
野
久
男
（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

鈴
木

美
佐
枝
（
中
東
支
部
）

星
野
議
長
が
議
長
団
を
代
表
し
て
挨
拶

を
し
た
後
、
書
記
の
任
命
を
行
っ
た
。

・
書

記
藤
巻

京
子
（
柏
崎
支
部
）

藤
木

聡
美
（
長
岡
支
部
）

全
員
の
同
意
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
の
で
、

議
長
及
び
書
記
は
そ
れ
ぞ
れ
着
席
し
た
。

続
い
て
大
内
議
事
運
営
委
員
長
よ
り
本
日

の
議
事
日
程
を
提
案
し
た
。

（
議
長

星
野

明
）

第
１
号
議
案

平
成
２０
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

権
瓶
理
事
長
よ
り
事
業
総
括
に
つ
い
て

説
明
の
後
、
事
業
報
告
に
つ
い
て
各
担
当

部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
、
引
き
続
き
長

尾
経
理
部
長
よ
り
平
成
２０
年
度
一
般
会
計

並
び
に
共
済
会
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

説
明
の
後
、
監
事
団
を
代
表
し
て
小
林
裕

佶
監
事
よ
り
監
査
報
告「
適
正
で
あ
っ
た
」

旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

議
長
よ
り
予
め
書
面
に
て
寄
せ
ら
れ
た

質
問
は
無
か
っ
た
と
の
報
告
を
し
、
議
場

よ
り
質
問
を
受
け
る
。

（
中
東

中
林
総
代
）

組
織
部
の
報
告
で
、
組
織
率
の
引
き
上

げ
を
図
る
た
め
、
組
織
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
脱
退
の
原
因
・
新
規
加
入
の
障
害
に

つ
い
て
探
り
、
見
直
し
案
を
作
成
す
る
と

あ
る
が
、
内
容
を
開
示
し
て
頂
け
る
の
か
。

（
丸
山
組
織
部
長
）

組
織
委
員
会
を
２
回
開
催
し
た
が
審
議

半
ば
で
あ
り
、
今
後
決
定
次
第
発
表
す
る

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

議
長
よ
り
、
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長

飛
田
野
久
男
）

第
２
号
議
案

平
成
２１
年
度
賦
課
金
額
及

び
徴
収
方
法
の
承
認
に
関
す
る
件

第
３
号
議
案

平
成
２１
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
に
関
す
る

件
を
一
括
提
案
説
明

長
尾
経
理
部
長
よ
り
平
成
２１
年
度
賦
課

金
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
説
明
、
引

き
続
き
第
３
号
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
権

瓶
理
事
長
よ
り
事
業
概
要
説
明
の
後
、
各

担
当
部
長
よ
り
説
明
、
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
長
尾
経
理
部
長
よ
り
説
明
。

議
長
よ
り
、
第
２
号
、
第
３
号
議
案
に

つ
い
て
議
場
に
諮
り
、
質
疑
応
答
に
入
る
。

（
新
潟
東

小
林
総
代
）

昨
年
の
事
業
案
で
、
非
組
合
員
に
組
合

の
資
料
を
送
り
加
入
を
呼
び
掛
け
る
と
あ

る
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
、
今
年

度
は
行
わ
な
い
の
か
。
ま
た
今
年
度
の
案

に
あ
る
元
気
の
出
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

具
体
的
な
内
容
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

（
丸
山
組
織
部
長
）

非
組
合
員
に
資
料
の
送
付
は
行
っ
た
が
、

結
果
と
し
て
あ
ま
り
芳
し
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
今
年
度
は
、
組
合
に
入
ら
な
い

原
因
を
究
明
し
、
早
急
に
具
体
的
な
対
策

を
た
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。
抽
象
的
な

表
現
で
は
あ
る
が
、
活
気
あ
る
組
合
に
す

る
た
め
に
組
合
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
長
よ
り
、
第
２
号
、
第
３
号
議
案
に

つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ

た
。

第
４
号
議
案

借
入
金
最
高
限
度
額
承
認

に
関
す
る
件

長
尾
経
理
部
長
よ
り
、
災
害
等
が
生
じ

た
時
の
借
入
限
度
額
は
５
、０
０
０
万
円

と
し
、
借
入
先
は
北
越
銀
行
新
潟
支
店
と

す
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

議
長
よ
り
、
第
４
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長

鈴
木
美
佐
枝
）

第
５
号
議
案

役
員
選
任
に
関
す
る
件

議
長
は
本
組
合
の
理
事
・
監
事
の
全
員

が
昨
日
を
も
っ
て
辞
任
を
申
し
出
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
役
員
選
任
を
行
う
必
要
が

あ
る
旨
を
説
明
し
、
次
に
掲
げ
る
理
事
２８

人
、
監
事
２
人
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

全
員
異
議
な
く
満
場
一
致
で
選
任
し
た
。

理

事

権
瓶
千
代
、
長
尾
紀
次
、
高
橋
裕
紀

子
、
林
綾
子
、
丸
山
則
夫
、
丸
山
邦

夫
、
竹
内
聖
二
、
山
田
康
雄
、
渡
部

香
枝
、
鈴
木
富
代
美
、
青
木
美
奈
子
、

中
林
淳
子
、
阿
尻
章
一
、
中
林
洋
子
、

鈴
木
美
佐
枝
、
池
寅
善
、
三
国
克
明
、

小
川
記
香
有
、
外
山
夏
江
、
菅
家
百

合
子
、
佐
藤
和
恵
、
寺
本
和
子
、
堀

容
子
、
星
ミ
ヨ
シ
、
小
海
華
子
、
臼

田
多
恵
子
、
丸
山
義
雄
、
佐
藤
陽
子

�������������������������������������������������������

▼
五
月
、
六
月
は
と
て
も
良

い
天
候
で
す
。
三
月
、
四
月

学
校
で
は
卒
業
式
が
終
り
、

そ
し
て
入
学
。
私
達
の
仕
事

も
そ
れ
と
な
く
忙
し
い
日
々

を
送
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し

て
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
、

美
容
組
合
も
五
月
の
総
会
が

終
り
新
た
な
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

年
々
組
合
員
の
数
が
減
少
し
、
将
来
は

ど
の
様
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
ね
。

私
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
約
三
十
年
、
こ
の

地
に
根
を
お
ろ
し
、
そ
し
て
芽
が
出
て

花
開
い
て
最
後
は
地
に
戻
る
時
が
来
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
途
中
ふ
り
返
っ
て
み

る
と
組
合
員
の
数
も
約
半
数
近
く
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
過
去
を
気
に
す
る

よ
り
、
こ
の
先
希
望
を
も
て
る
よ
う
考

え
な
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
日
々
が
過
ぎ

て
ゆ
き
ま
す
。

▼
百
年
に
一
度
の
不
況
と
言
わ
れ
て
い

る
状
況
の
中
、
美
容
界
に
も
そ
れ
と
な

く
影
響
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。
で
も
又
良
い
時
代
が
来
る
こ
と
を

祈
っ
て
楽
し
く
お
仕
事
を
し
て
ゆ
き
た

い
も
の
で
す
。

▼
休
み
の
日
は
外
に
出
て
お
花
を
観
賞
、

こ
の
季
節
、
牡
丹
・
つ
つ
じ
・
ば
ら
と
、

色
と
り
ど
り
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
も
っ
て

強
い
雨
、
風
に
も
堪
え
な
が
ら
そ
の
時

が
来
る
と
誰
に
も
劣
ら
ず
咲
き
誇
っ
て

い
る
姿
を
目
に
し
て
感
激
し
て
い
る
自

分
―
―
。

▼
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
、
私

達
の
仕
事
は
特
別
か
と
思
え
る
ほ
ど
年

を
重
ね
て
い
て
も
出
来
る
こ
と
が
素
晴

ら
し
い
。
人
に
美
し
さ
や
、
喜
び
を
与

え
、
自
分
も
又
与
え
ら
れ
、
と
て
も
よ

い
関
係
で
す
。
少
し
く
ら
い
不
況
で

あ
っ
て
も
、
考
え
方
を
変
え
れ
ば
人
生

明
る
く
楽
し
く
進
め
る
も
の
だ
と
信
じ

て
や
み
ま
せ
ん
。

Ａ
・
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組
合
本
部
事
務
局
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

監

事

大
内
公
夫
、
神
林
多
霞

尚
、
被
選
任
者
は
直
ち
に
就
任
す
る
こ

と
を
承
諾
し
た
。

丸
山
総
務
部
長
よ
り
、
先
程
の
理
事
会

に
お
い
て
次
の
も
の
が
理
事
長
、
副
理
事

長
、
常
任
理
事
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

理
事
長

権
瓶
千
代

副
理
事
長

長
尾
紀
次
（
事
業
部
長
）

常
任
理
事

高
橋
裕
紀
子
（
総
務
部
長
）、

林
綾
子
（
経
理
部
長
）
、
丸
山
則
夫
（
組

織
部
長
）、
丸
山
邦
夫
（
広
報
部
長
）、

竹
内
聖
二
（
教
育
部
長
）、
山
田
康
雄

（
厚
生
部
長
）

第
６
号
議
案

役
員
給
与
に
関
す
る
件

長
尾
経
理
部
長
よ
り
、
理
事
２８
名
、
監

事
２
名
の
年
額
１
、３
８
２
、４
０
０
円
に

つ
い
て
説
明
。

議
長
よ
り
、
第
６
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第
７
号
議
案

定
款
一
部
変
更
に
関
す
る

件丸
山
総
務
部
長
よ
り
、
予
め
配
布
の
原

案
で
あ
る
変
更
理
由
及
び
変
更
し
よ
う
と

す
る
箇
所
（
現
行
、
改
正
案
対
照
条
文
、

対
照
表
を
含
む
。）
に
つ
い
て
詳
細
説
明

が
あ
っ
た
。

議
長
よ
り
、
第
７
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第
８
号
議
案

そ
の
他

議
長
よ
り
、
執
行
部
か
ら
の
提
案
が
無

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
丸
山
総
務
部
長
よ

り
特
に
無
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
の
で
、

議
場
よ
り
質
問
を
受
け
る
。

（
新
潟
東

斉
藤
総
代
）

現
在
の
組
合
に
お
い
て
最
も
重
要
な
問

題
は
組
合
員
減
少
で
あ
り
、
総
代
と
し
て

組
合
員
が
集
っ
て
い
る
こ
の
時
間
を
有
効

活
用
し
て
、
組
織
強
化
並
び
に
組
合
員
数

増
加
の
た
め
の
活
動
、
運
営
方
法
を
検
討

し
て
頂
き
た
い
。

（
権
瓶
理
事
長
）

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
あ
り
、
前
向
き
な

ご
意
見
に
感
謝
す
る
。
今
後
に
役
立
て
た

い
の
で
、
ぜ
ひ
各
総
代
の
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

（
中
東

中
林
総
代
）

毎
年
組
合
員
数
が
１
０
０
名
近
く
減
少

し
て
い
る
。
新
規
加
入
を
増
や
す
こ
と
よ

り
も
、
辞
め
て
い
く
理
由
を
考
え
、
減
ら

さ
な
い
こ
と
に
重
点
を
お
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

（
柏
崎

浮
穴
総
代
）

組
合
員
の
高
齢
化
に
よ
る
脱
退
が
多
く
、

そ
れ
は
致
し
方
な
い
。
組
織
と
し
て
の
こ

れ
か
ら
を
考
え
る
と
新
規
加
入
増
加
が
先

決
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
総
代
会
に
お

い
て
理
事
長
か
ら
計
画
を
示
し
て
頂
き
た

い
。
自
身
が
役
員
を
し
て
い
る
商
工
会
議

所
で
は
、
会
議
を
重
ね
た
上
で
加
入
目
標

人
数
を
出
し
、
役
員
が
勧
誘
し
て
回
り
会

員
を
増
や
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
人
数
の
総

代
が
い
る
の
で
、
支
部
毎
に
目
標
を
立
て
、

目
標
達
成
に
向
け
総
代
全
員
か
ら
協
力
を

し
て
頂
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
高
齢

以
外
の
脱
退
の
原
因
に
つ
い
て
は
究
明
し
、

改
善
策
を
立
て
て
頂
き
た
い
。

（
丸
山
組
織
部
長
）

組
織
委
員
会
の
経
過
報
告
と
し
て
、
脱

退
の
原
因
は
、

①
メ
リ
ッ
ト
が
な
い

②
役
員
を
引
き
受

け
た
く
な
い

③
仲
間
が
辞
め
る
と
芋
づ

る
式
に

④
無
免
許
営
業
や
出
張
美
容
に

関
す
る
不
満
を
保
健
所
に
言
っ
て
も
取
り

上
げ
て
も
ら
え
な
い

⑤
安
売
り
店
へ
の

対
策
が
十
分
で
な
い

⑥
未
加
入
店
と
の

差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
な
い

⑦
雑
用
が

煩
わ
し
い
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

未
加
入
の
理
由
は
、
①
メ
リ
ッ
ト
が
な

い

②
組
合
費
・
加
入
金
等
が
高
い

③

組
合
に
入
っ
て
も
先
が
見
え
な
い

④
組

合
活
動
が
煩
わ
し
い
等
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

れ
ら
に
対
し
て
各
支
部
、
県
、
全
美
連
と

し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
新
潟
東

斉
藤
総
代
）

美
容
業
は
感
染
源
と
な
り
得
る
危
険
な

業
種
で
あ
る
こ
と
を
全
美
連
か
ら
厚
生
労

働
省
に
訴
え
、
き
ち
ん
と
監
督
を
し
て
頂

く
べ
き
で
あ
る
。

（
権
瓶
理
事
長
）

全
美
連
で
も
総
力
を
挙
げ
て
厚
生
労
働

省
に
働
き
か
け
て
い
る
。
こ
の
度
も
国
会

で
規
制
緩
和
を
唱
え
始
め
た
。
今
日
は
大

勢
の
国
会
議
員
を
お
招
き
し
た
の
で
、

我
々
の
美
容
師
法
を
守
っ
て
頂
く
た
め
に

も
皆
さ
ん
か
ら
強
く
訴
え
て
頂
き
た
い
。

（
新
発
田
北
蒲

近
総
代
）

当
支
部
で
は
６０
歳
以
上
の
組
合
員
の

方
々
か
ら
長
く
組
合
に
加
入
し
て
頂
く
た

め
に
美
生
会
を
作
り
、
食
事
会
・
旅
行
等

を
５
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施
し
楽
し
ん
で
頂

い
て
い
る
。
ま
た
新
規
加
入
の
際
、
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
に
支
部
加
入
金
を
な
く

し
た
。

（
新
潟
東

小
林
総
代
）

保
健
所
が
組
合
に
入
る
よ
う
に
言
わ
な

く
な
っ
た
。
新
規
開
設
者
に
加
入
の
働
き

か
け
が
出
来
た
ら
と
思
う
が
い
か
が
か
。

ま
た
理
美
容
学
校
の
学
生
に
組
合
の
重
要

性
を
教
え
て
は
い
か
が
か
。

（
柏
崎

品
田
総
代
）

こ
の
４
月
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
運
営

委
員
長
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
が
、
メ
ン

バ
ー
の
意
見
と
し
て
、
組
合
に
入
り
た
が

ら
な
い
理
由
は
、『
固
い
・
古
い
・
恐
い
』

と
言
う
イ
メ
ー
ジ
が
組
合
に
あ
り
、
そ
れ

を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

メ
ン
バ
ー
の
友
人
が
開
業
す
る
際
に
保
健

所
か
ら
は
組
合
の
話
は
何
も
な
か
っ
た
の

で
、
保
健
所
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て

も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。
新
規
開
業
者
は
組

合
の
存
在
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
方
も
い

る
よ
う
だ
と
言
う
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
頂

く
。

（
小
林
裕
佶
監
事
）

用
品
商
組
合
に
所
属
す
る
デ
ィ
ー
ラ
ー

の
営
業
の
方
々
が
組
合
に
入
ら
な
く
て
い

い
と
公
言
し
て
い
る
。
用
品
商
と
の
懇
談

会
に
お
い
て
組
合
の
存
在
意
義
を
訴
え
、

用
品
商
の
意
識
改
革
も
重
点
的
に
行
っ
て

頂
き
た
い
。

（
権
瓶
理
事
長
）

新
規
開
設
者
に
対
し
保
健
所
で
加
入
を

勧
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
渡
す
書
類

の
中
に
組
合
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
入
れ
る

こ
と
を
県
か
ら
ご
承
諾
頂
い
た
。
Ｆ
Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
意
見
に
つ
い
て
は
口
コ
ミ
が

好
影
響
に
な
る
と
思
う
の
で
、
大
い
に
宣

伝
し
仲
間
を
増
や
し
て
頂
き
た
い
。
今
回

の
ご
意
見
を
参
考
に
執
行
部
で
検
討
し
、

ま
た
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

た
い
と
思
う
の
で
心
か
ら
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

議
長
よ
り
、
第
８
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

以
上
を
も
っ
て
本
総
代
会
の
議
案
全
部

を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
閉
会
を
宣
し

た
。書

記
解
任
及
び
議
長
団
解
任
を
宣
し
、

議
長
団
よ
り
解
任
の
挨
拶
。

引
き
続
き
、
退
任
役
員
表
彰
式
に
入
り
、

丸
山
総
務
部
長
よ
り
１０
名
が
発
表
さ
れ
、

表
彰
状
並
び
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
退
任

役
員
を
代
表
し
て
江
部
理
事
よ
り
挨
拶
が

さ
れ
た
。

丸
山
総
務
部
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
、
時

に
１４
時
３０
分

功功寿寿賞賞表表彰彰式式
５月１１日の総代会において、長年組合員として組合運営にご貢
献頂いた方々への功寿賞の授与が行われました。
今年は３５名が表彰を受けられる事となり、表彰式には１４名の
方々が出席されました。受賞された方々は以下の通りです。おめ
でとうございました。今後ともご健勝でご活躍下さい。

功寿賞受賞者の皆さん

第４回ハートフル美容師養成研修は
延期致します。

受講希望は随時受付ておりますので、組合事務局または各支部
長へお申し込み下さい。

冠婚葬祭のサービスチェーン

寿 会

後 援
美容組合三条・加茂・西蒲支部

貸衣裳部担当 三条鶴亀社

（小 千 谷）
（小 千 谷）
（十 日 町）
（柏 崎）
（柏 崎）
（高 田 新 井）
（高 田 新 井）
（高 田 新 井）
（高 田 新 井）
（高 田 新 井）
（高 田 新 井）
（糸 魚 川）
（糸 魚 川）
（糸 魚 川）
（糸 魚 川）
（糸 魚 川）
（糸 魚 川）

池 敏雄様
谷口玲太郎様
根津 章江様
元井 良子様
外山 イミ様
小山マサ子様
片山三枝子様
池田ユリ子様
小林百合子様
小川 頼子様
渡部 ユキ様
五十嵐愛子様
野本 幸子様
白沢トシ子様
大沢 淑子様
斉藤 リツ様
田中 安子様

（新 潟 西）
（新 潟 西）
（新 潟 西）
（新 潟 東）
（新 潟 東）
（中 東）
（中 東）
（中 東）
（新発田北蒲）
（新発田北蒲）
（新発田北蒲）
（新発田北蒲）
（村 上）
（加 茂）
（三 条）
（三 条）
（栃 尾）
（長 岡）

菅原 良子様
野上マサエ様
八木 朝子様
真水 勝世様
佐野ミツ子様
伊藤ヒル子様
斎藤カツミ様
鈴木嘉代子様
川島二三子様
佐藤 幸子様
佐藤 晢子様
藤井 スミ様
渡辺 定様
田巻 セイ様
本間キミ子様
関 睦子様
青柳 芳江様
菊地美恵子様
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組
合
本
部
事
務
局
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す

美容にかける、あなたの夢を文章に……
最優秀賞は全国大会において厚生労働大臣賞が授与されるほか、最優秀賞、優秀賞の
方々を第３７回全日本美容技術選手権大会（平成２１年１０月２０日、石川県・いしかわ総合ス
ポーツセンター）へご招待。

【募集テーマ】
�これからの美容組合 �美容にかける私の夢
�容師とエコ活動 �若手美容師として思うこと
�サロン経営の工夫など（自由テーマ）

【入賞者・賞金】
最優秀賞１名……厚生労働大臣賞・賞金１０万円
優秀賞若干名……賞金５万円
最優秀賞・優秀賞とも全国大会（平成２１年１０月２０日、石川県・いしかわ総合スポーツセン
ター）へのご招待（旅費・宿泊費実費支給）

【審査員及び審査】
学識経験者等による厳正な審査

【原稿枚数】
４００字詰め原稿用紙４枚より７枚まで（パソコン・ワープロ原稿可）

【応募資格】
組合員、またはその従業員

【提出作文の著作権】
全日本美容業生活衛生同業組合連合会
※最優秀賞・優秀賞作品は「ZENBI」誌上で発表

【応募先】
〒１５１―００５３ 東京都渋谷区代々木１－５６－４ 美容会館７階
全美連・作文コンテスト係 へ直送。
作文には「郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、組合員・従業員
の別」を明記
※ご記入頂いた個人情報については、作文コンテストの結果通知に使用し、作品提出者の
同意を頂かずに第三者に対して提供はいたしません。なお、作文は返却いたしません。

【応募締切日】
平成２１年８月１１日（火） 消印有効

【応募先】
・「各テーマ」に対し、現状の批判ではなく、前向きで明朗なもの。
・美容業にとって受け入れ可能な内容が盛り込まれていること。

■人間関係
「子供も変わろうとしているんだから、親も本気で変われ！」と叱ったのは、
全国の不登校や問題を起こし退学した生徒を最後の砦として受入れ、寮での
共同生活によって更生させている、北海学園余市高校の寮母、清水ウメ子さ
んの言葉です。この学校で、再度問題を起こし収監された生徒を引取りに行
く際に、面子にこだわり躊躇し「もう手に負えないから、寮母に任せた」と言っ
た親を烈火の如く怒鳴ったのが、最初の言葉です。「ワザワザ、まさかで応え
なさい。子供は、ウザイと言うけど嬉しいもの。自分がいつも見守られている
安心感に包まれるから頑張れるもの。」と引取りに行かせます。“個人を尊重
する”や“それぞれの自主性に任す”等の言葉で隠している、親の無責任さと
自己保身に、寮のおばちゃんは警鐘を鳴らします。子供は、見ていてやるから、
ついていてやるから頑張れる。手に負えず、ホトホト困り果てた子供こそ、自
分が変わらなければいけない事には気付いています。しかし、それを上手く
表現し、行動することがなかなか出来ません。だから親は、見返りなど何も期
待せずに、只言い、見守り、関り続ける本気の行動を取って欲しいと言ったの
です。「夢の扉」というTV番組で、何故か気に留まった言葉です。
では、相手が大人や他人、店主と従業員の場合では、どうでしょう？私は、任

せている、口を出さない、自由にさせていると言いながらも、思うようになら
ずに、一人イラつきながら、人を育てる為に任せ切る大人扱いの方が良いの
か？大企業や官公庁じゃあるまいし、気付いたらすぐ怒る、注意する、ウザが
られてもイチイチ関る、子供のように扱うのが良いのか？どちらが正しいの
でしょうか？貴方のお店の人間関係は、どちらですか？職場として考える関係
ですか？それとも、人と人、として考える関係ですか？・・・。

ビューティコラム
このところ、テレビ新聞等で大手企業、スーパー、デパート、どこも何品目価格

を下げた等の広告を目にすることが多く見られるようになった。これも経済不況で
物が売れなくなったせいでしょうが、あまりにも値下だけが目に付くようになりま
した。その陰で納入業者は、利益が少くなり苦労しているそうです。これではボー
ナスどころか給料すら払えなくなると言う悪循環になっているとのこと。私共美容
室も多くの安売店が進出し、既存の店が大打撃を受け、売上ダウンにつながり苦境
にたたされております。真似して料金だけ下げても結果は目に見えてなおさら売上
が下がるだけ。今何をするべきか問われている時です。悩み多き不安な時代、しか
し私達に大切なのは「悩む」ことでなく「考えること」どうすれば克服出来るか、
原点に立ち返り、今来店するお客様をいかに満足させ喜んでもらえることが次のス
テップアップに繋がる事と信じております。
この間テレビで１，０００円カットと４，０００円カットの店の違いをとりあげておりまし

た。利益率は安売店の方が高くなり、時間が早いのが良いと話しておりました。お
客様が満足すれば安い方が良いのがあたりまえですが、利益だけ追求する店ではな
く来店するお客様に感謝し、今出来るすべての力を注ぎ、技術接客カウンセリング
の腕を磨き、４，０００円でもお客様に喜ばれるカット・パーマを提供したい。

新発田北蒲支部 Ｈ・Ｈ

三条 0256-32-0974
新潟 025-286-8455株式会社 野田

��� ������	
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総合福祉共済制度加入キャンペーン実施中 ７月６日�月 レベルアップセミナー（国家試験対策） 新潟・長岡会場
〃 （アップスタイル） 新潟・長岡会場
〃 （カット＆ブロー） 新潟会場

１３日�月 レベルアップセミナー（国家試験対策） 新潟・長岡会場
〃 （アップスタイル） 長岡会場
〃 （着付初級・中級） 新潟・長岡会場
〃 （中振袖着付） 新潟会場

２７日�月 第１回理事会 理美容会館
第２０回国家試験（実技） 国際ビューティモード専門学校

組
合
だ
よ
り

全国の美容組合で推進している総合福祉共済は、美容業界で働く仲間が互いに助け合う
制度です。基本部分の死亡保険金・事故入院給付金の他に全美連独自の特別給付金があ
り、今年度の改定によって内容が一層充実しています。特に若いスタッフにはオススメ
です。お店のスタッフフ全全員員でで加加入入ししままししょょうう。。

※１年更新、自動継続型の保険のため解約返戻金はありません。
齢を重ねる毎に他の保険にも加入し難くなりますので、継続してご加入ください。

生活衛生資金貸付利率一覧表（適用日：平成２１年６月１０日、年利：％）

適用施設設備等

設備資金（非組合員に適用）運転資金（償還期限：７年以内）

振興事業設備資金（組合員に適用）

振興事業設備資金（事業計画書を策定し当組合の検証を受けた組合員に適用）

小企業等設備改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）

区 分

基 準 利 率

特別利率C

特別利率D

特別利率F

●共済会
（請求期限：事由発生から６ヶ月以内）

給付金額（円）

０

０

１００，０００

０

４０，０００

０

０

１４０，０００

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
１ヶ月～１ヶ月半かかります。
ご了承下さい。

件数

０

０

１

０

２

０

０

３

給付項目

１．火災見舞金

２．災害見舞金

３．死亡弔慰金

４．配偶者死亡弔慰金

５．傷病見舞金（１０日以上入院）

６．慰労金

７．敬老祝金

計

●全美連総合福祉共済 特別給付金
（請求期限：事由発生から１年以内）

給付金額（円）

３０，０００

０

４０，０００

０

０

０

０

０

０

３０，０００

０

１０，０００

１１０，０００

件数

１

０

２

０

０

０

０

０

０

３

０

１

７

給付項目

１．配偶者死亡弔慰金

２．子供死亡弔慰金

３．入院療養見舞金

４．長寿祝金

５．結婚祝金

６．第１子誕生祝金

７．子供誕生祝金

８．銀婚祝金

９．金婚祝金

１０．古希祝金

１１．還暦祝金

１２．人間ドック補助金

計

平成２１年度 各種給付状況（５月）

特別利率D

１．９５

２．０５

２．１５

２．２５

２．３５

特別利率C

２．２０

２．３０

２．４０

２．５０

２．６０

基準利率

３．１０

３．２０

３．３０

３．４０

３．５０

償 還 期 限

１２年超１３年以内

１３年超１４年以内

１４年超１５年以内

１５年超１６年以内

１６年超１７年以内

１７年超１８年以内

１８年超１９年以内

１９年超２０年以内

特別利率F

２．００

特別利率D

１．１５

１．２５

１．４５

１．５５

１．６５

１．７５

１．８５

特別利率C

１．４０

１．５０

１．７０

１．８０

１．９０

２．００

２．１０

基準利率

２．３０

２．４０

２．６０

２．７０

２．８０

２．９０

３．００

償 還 期 限

５年以内

５年超 ６年以内

６年超 ７年以内

７年超 ８年以内

８年超 ９年以内

９年超１０年以内

１０年超１１年以内

１１年超１２年以内

新潟県中小企業団体中央会より

パソコン会計研修会のご案内
～効率的な経理システムに挑戦！

「地域力連携拠点事業」の一環として、組合、組合員企業の皆様を対象にパ
ソコン会計研修会を下記のとおり開催いたします。
パソコン会計を導入して、効率的な経理事務に挑戦してみませんか。
基本的には、５回の研修を終えれば、実務で利用できるようになります。
理解できるまで、継続参加が可能です。
配布が許可された無料の会計ソフトを使用し、そのままお持ち帰りできます。
◆開催日時

�第１回 ８月４日（火） �第２回 ８月１１日（火）
�第３回 ８月１８日（火） �第４回 ８月２５日（火）
�第５回 ９月１日（火） 各回とも午後１時３０分～午後３時３０分
※原則として５回の継続参加となります。

◆到達目標 パソコン会計システムによる業務の効率化、試算表の作成及び決算書の
有効活用による経営改善ができるようになります。

◆開催場所 新潟県中小企業団体中央会 会議室
新潟市中央区川岸町１丁目４７番地の１

◆受 講 料 無料 ◆定 員 ５名（先着順、定員になり次第締め切り）

◆申込締切日 ６月２９日（月）

◆申込み・問合せ先 組合事務局 ＴＥＬ０２５－２２３－０９９１まで
申込み後、受講の可否をご連絡致します。

平平成成２２１１年年度度

��������	
��
開催会場 ：興和ビル（近隣に有料駐車場あり）

〒９５０－０９６５新潟市中央区新光町６－１

講習会日程：１０月５日（月）・６日（火）・１９日（月）
各日とも午前９：００～午後４：３０

受講申込書は７月２０日頃北陸ブロック事務所より店舗宛に郵送されます。

月掛金

４００円

６００円

１，０００円

１，８００円

３，０００円

加入年齢

１４歳６ヶ月超～４０歳６ヶ月まで

４０歳６ヶ月超～５５歳６ヶ月まで

５５歳６ヶ月超～６５歳６ヶ月まで

６５歳６ヶ月超～７５歳６ヶ月まで

７５歳６ヶ月超～８０歳６ヶ月まで

区分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

共済１口

１００万円

２００万円

１００～１０万円

日額１，５００円

給付の種類

死亡保険金または高度障害保険金

死亡保険金＋災害保険金

障害給付金

入院給付金

支払事由

死亡または高度障害状態

不慮の事故または感染症で死亡

不慮の事故による障害状態

不慮の事故による５日以上の入院

特別給付金（加入１年後から）
結婚祝金 ＝２万円
出産祝金：２万円×２人＝４万円
４０才人間ドック ＝１万円

計 ７万円
※掛金との差額は２１，２００円で１９年間保障され
ていることになります。その他、５日以上
入院した時の見舞金制度や死亡・高度障害
時の１００万円給付金等があります。

人間ドック助成：１万円×１５年＝１５万円
銀婚式お祝い ＝２万円

計 １７万円
※健康が気になる年代に、掛金より６２，０００円
も多く還元されます。メタボ検診にもご活
用ください。その他、A区分と同様に入院
見舞金や弔慰金が給付されます。

人間ドック助成：１万円×１０年＝１０万円
還暦祝金 ＝１万円

計 １１万円
※掛金との差額は１万円で１０年間保障され、
その他、A区分と同様に入院見舞金や弔慰
金が給付されます。

人間ドック助成：１万円×１０年＝１０万円
古希祝金 ＝１万円

計 １１万円
※掛金が４００円も安くなりました。実質
１０６，０００円の掛金で１０年間安心。その他、
A区分と同様に入院見舞金や弔慰金が給付
されます。

人間ドック助成：１万円×５年＝５万円
金婚式祝金 ＝５万円
長寿祝金 ＝１０万円

計 ２０万円
※掛金より給付金が多く、その他、A区分と
同様に入院見舞金や弔慰金が給付されます。

掛 金（１口）

掛金：４００円／月額
年：４，８００円×１９年間＝９１，２００円

掛金：６００円／月額
年：７，２００円×１５年間＝１０８，０００円

掛金：１，０００円／月額
年：１２，０００円×１０年間＝１２０，０００円

掛金：１，８００円／月額
年：２１，６００円×１０年間＝２１６，０００円

掛金：３，０００円／月額
年：３６，０００円×５年間＝１８０，０００円

A区分
２０才美容学校卒業
２１才福祉共済加入

↓
４０才６ヶ月まで

B区分
４０才６ヶ月超

↓
５５才６ヶ月まで

C区分
５５才６ヶ月超

↓
６５才６ヶ月まで

D区分
６５才６ヶ月超

↓
７５才６ヶ月まで

E区分
７５才６ヶ月超

↓
８０才６ヶ月まで
※D区分から継続の方

のみ

フリーソフト（無料）を利用するので、経費はかかりません。

パソコンで
会計処理をして
みませんか？

���（昭和４３年７月２日第三種郵便物認可）第６４９号美 容 に い が た���������	


